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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は,地盤の原位置試験のうち,プレッシャーメ-タ試験をとり上げ,この方法で得られた変形 ･

強度定数の基本的特性を明らかにすることを目的としたもので,序論,結論を含めて8章からなる｡前半

で砂質土を,後半では粘性土を対象としている｡

第1章は序論で,本研究の目的と,その構成についてまとめている｡

第2章では,プレッシャーメータ試験から得られた,砂質土の変形係数について考察している｡まず,

軸対称三軸試験や,三主応力制御三軸試験の結果をもとにして,砂質土の変形特性が応力経路や応力レベ

ルに依存することを明らかにした｡次に,明確な初期条件および境界条件下で行われた, ミニチュアプレ

ッシャーメータ試験から得られた変形係数が,前述の三軸試験から推定される変形係数とよく一致するこ

とを確かめている｡

第3章では,本来水平方向の変形係数を示すプレッシャーメ-タ試験から,砂質地盤の鉛直方向変形係

数を推定する可能性について考察している｡まず,原地盤における平板載荷試験や,実際の盛土構造物の

沈下量から逆算した鉛直方向変形係数と,プレッシャ-メ-タ試験から求めた変形係数との相関性を明ら

かにした｡次に,この相関性を,三軸試験およびモデルテストより検証した結果,両者の間に良好な一致

をみた｡

第4章では,プレッシャーメ-タ試験と砂質土の内部摩擦角との関係について考察している｡まず,プ

レッシャーメータ試験結果から内部摩擦角を推定する方法を提案し,種々の検証を行った｡その結果,ひ

ずみ軟化の顕著でない緩い砂についてはよく一致することを確かめている｡

第5章では,粘性土に対する適用性について検討している｡まず,粘性土用に新しく開発した,間隙水

圧計測可能なミニチュアプレッシャーメータ試験装置を用いて,三軸セル内で実験を行い,内圧一孔壁変

位一間隙水圧関係を実験的に求めた｡さらに,膨張用プローブ近傍要素の応力経路と,変カーひずみ関係

を理論的に求めた｡

第6章では,種々の室内実験と, ミニチュアプレッシャーメ-タ試験から得られた変形係数の関係を明
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らかにしているOまた,原位置でのプレッシャーメータ試験から得られる変形係数は,ボ-リング孔壁の

かく乱や,載荷速度の影響を強く受けることを指摘している｡

第7章では,プレッシャーメータ試験から,粘性土の非排水せん断強度を推定する方法について述べて

いるOまず,非排水せん断強度推定法を提案し,これをミニチュアプレッシャーメータ試験に適用してそ

の適用性を明らかにしているOまた,この場合にも,原位置プレッシャーメータ試験を行うとき,ボ-リ

ング孔壁のかく乱や,載荷速度の影響が著るしいことを指摘している｡

第8章は,以上の各章で得られた結果をまとめて結論としている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

プレッシャーメータ試験は他の原位置地盤試験にくらべて,地盤の力学定数の把握が容易であり,精度

のよい情報をもたらすことが期待されている.また,近年,セルフボーリング型プレッシャーメータが開

発され,この試験法に対する評価が高まっている｡しかし,実際の地盤は初期条件,境界条件が明らかで

ない場合が多く,その結果,プレッシャーメ-タ試験で得られた値の特性があまり明確でないことが多か

った｡

本論文は,初期条件,境界条件の明確な室内プレッシャーメータ試験を用いて,本試験から得られた変

形 ･強度定数の力学的意味を明らかにすることを目的としたもので,得られた主な成果は次の通りである｡

(1) 軸対称三軸試験や三主応力制御三軸試験の結果をもとに,砂質土の変形係数が,応力経路や応力レ

ベルに大きく依存することを明らかにし,プレッシャーメータ試験における応力経路を検討することで,

プレッシャ-メータ試験から砂質土の変形係数を推定する方法を提案したO

(2) 原位置における平板載荷試験や,盛土構造物の沈下計測から逆算される,鉛直方向変形係数と,プ

レッシャーメータ試験から得られた水平方向変形係数を比較検討することで,前者が後者の5倍であるこ

とを明らかにした｡

(3)土の破壊が体積変化のない残留応力状態で生ずるとの仮定により,プレッシャーメータ試験から砂

地盤の内部摩擦角を推定する手法を提案し,とくに,ひずみ軟化性の顕著でない地盤に対して適用性のよ

いことを明らかにした｡

(4) 粘性土地盤におけるプレッシャーメータ孔壁近傍地盤の経験する応力経路および応カーひずみ関係

を推定する方法を提案した｡すなわち,初期にほぼ平均主応力一定の,次いで主応力差一定の応力経路を

示すことを明らかにした｡

(5) 粘性土に対するミニチュアプレッシャーメータ試験,三軸圧縮試験および三和伸張試験から得られ

た変形係数の間の相互関係を,三主応力制御三軸試験結果を利用することにより明らかにした｡

(6) ミニチュアプレッシャーメータ試験から求められる,内圧一円周方向ひずみ関係から,種々の方法

を用いて粘性土の非排水せん断強度の推定を行った｡その結果,応力ひずみ法が最もよく理論値と一致す

ること,ただし決定に際して微妙な操作と繁雑な作業を必要とすること,他方,片対数法はひずみ軟化特

性の顕著でない正規圧密粘土地盤に対しては適用可能であることを明らかにした｡

以上,要するに本論文は,プレッシャーメータ試験から得られた変形 ･強度定数の基本特性を,ミニチ
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エアプレッシャ-メ-タ試験および三軸試験などの室内試験を用いて解明し,原位置プレッシャ-メ-メ

試験結果に及ぼす種々の要因の影響を明らかにしたもので,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡

よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

また,昭和61年4月14日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡

-934-


